
 

 
No.創出-2-2 芝生を活用したオープンスペースの創出 

 
技術の目的 
芝生の多面的な機能を活用したオープンスペースの創出により、地域活性化、健康増進、コミュニティ
形成、防災機能向上、都市環境改善を図る。 
導 入 す る 局 面 創出 維持管理 利活用 

適 用 空 間 水域 陸域 
 
技術の内容・事例 
■技術の内容 
1．芝生空間のもたらす効果 
 芝生空間の形成により以下の効果が期待される。 

 
表 芝生空間が有する多面的な効果出典 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

地域活性化：歩いて楽しくなる空間の形成と周辺へのに
ぎわい波及（南池袋公園／豊島区） 

健康増進：疲労・ストレス軽減、体力向上、運動時におけ
るけがの防止など（虎ノ門ヒルズ／港区） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

コミュニティ形成：地域のイベント活動・コミュニケー
ションの場 

防災機能の向上、都市環境改善：避難地としての機能、雨
水貯留浸透機能の向上、ヒートアイランド現象緩和 

 
 
 

2．芝生設計のポイント出典 1 
 芝生空間は利用方法や利用頻度などで整備や維持管理の水準が変化することから、設計に当たって
は、利用目的や利用強度（利用者数、年間利用期間）、利用形態を勘案し、レイアウトや品種剪定、
維持管理のレベルなどを検討する必要がある。 
 
 
 



 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■出典・参考資料 
 1 国土交通省都市局公園緑地・景観課「芝生のチカラを活かしたまちの CORE（コア）のつくり方
～芝生を活用したまちなか空間の創出ガイドライン～（令和２(2020)年 3 月） 
https://www.mlit.go.jp/toshi/park/toshi̲parkgreen̲tk̲000087.html 

 
基本指針との関連 

居心地がよく歩きたくなる 
水と緑にかこまれたまち 

水と緑を楽しみ、 
魅力とにぎわい
にあふれたまち 

水と緑が守り、育む 
環境共生型のまち 

緑が支える 
防災・減災のまち 

良好な 
景観形成 暑熱対策 人の集う場・ 

活動の場 
都市の 
水管理 

都市の生物 
多様性確保 防災・減災 

○ ○ ◎ ○  ○ 
注）◎：当該技術の主要な機能、○：当該技術の副次的な機能 

期待される効果 
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